




                                    

２．工事安全合同パトロールを実施 ～無事故・無災害を目指します～  

 桐生出張所では、河川工事に合わせて、パトロールを実施しています。 

 このパトロールは工事の本格開始を迎え、安全な工事の施工のため、各現 

場において行うものです。 

 １１月２２日（火）には、大間々砂防出張所及び桐生出張所合同で管内の 

工事現場において、安全点検を行いました。 

 パトロールでは、桐生労働基準監督署、各工事施工業者、事務所、出張所 

職員が各現場を点検し、それぞれの視点で改善すべき点や模範となる安全対策等意見を出し合い、工事事

故を防止するための安全体制の確認を行いました。引き続き安全対策に努め、工事を施工していきます。 

３．水質事故に備えて ～水質事故対策訓練実施～  

１１月２９日（火）の午後、栃木県足利市緑町地先の渡良瀬川河 

川敷において、渡良瀬川沿川の県土木事務所や市の職員等に参加し 

て頂き、河川に油や有害物質が流出したときの、調査方法や対策に 

ついての訓練を行いました。 

 当日は４７名が参加し、油の特性や対策に利用する資材の説明、 

また水質状況を簡易な方法で調べるパックテスト（試験方法）の講 

義を受け、その後オイルフェンスの張り方を体験しました。 

桐生出張所管内でも、年に数回は油の流出があります。不要になった油や薬品を河川に投棄しない、さ

せないようにしましょう。またそのような状況を発見した場合には、速やかに最寄りの出張所や市に連絡

をお願い致します。 

４．桐生にサケを呼び戻そう ～サケの発眼卵を無料配布～  

１２月１１日（日）、桐生川と渡良瀬川の二つの水辺の楽校で「桐生川 

・渡良瀬川にサケを呼び戻そう」と発眼卵の配布が行われました。この 

催しは、「川づくりネットワーク桐生」主催で、子どもたちがサケのふ化 

から稚魚まで成長する過程を観察することで生き物や河川環境を大切に 

する喜びを知ってもらうことを目的としています。当日は、桐生川と渡 

良瀬川の配布会場に家族連れ計２６組の参加がありました。 

発眼卵を分けてもらった子供たちは、両毛漁協の中島組合長から稚魚 

になるまでの育てかたの注意事項などを聞き、卵の入った容器を不思議 

そうに眺めたりして、大事そうに持ち帰りました。 

卵は、年越し前後にふ化して稚魚になり、放流の日まで各家庭で育て 

てもらいます。放流の会は、２月２６日（日）で、卵配布と同様に桐生 

川の水辺の楽校で９時３０分、渡良瀬川の松原橋付近で１１時に一斉に行われます。 

尚、今回卵配布に参加できなかった皆さまや、残念ながら稚魚を育てられなかった皆さまのために、少

しですが放流用の稚魚を用意致しますので、手ぶらでも放流の会にご参加下さい。 
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